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研究成果の概要（和文）：IT 技術やロボット工学，医療・医用工学等の先端科学技術が現代社

会の人間のあり方や社会・生活環境を急速に変化させ，その社会的浸透が「人間‐機械」関係

と「現実‐仮想」世界のあり方の変容をもたらし，身体とアイデンティティの問題に直結する

社会現象を惹起し続けている．本研究では，擬人的機械システムにみるロボットの「人間化」，

「仮想空間の現実社会化」，労務管理技術によるマニュアル労働化と感情労働，医用工学・生殖

技術にみる人工装置の人間への「埋め込み」と「肉体化」といった人間の「ロボット化」がも

たらす現代人の身体観や人間観，行動様式への変容過程を検証した． 

 
 
研究成果の概要（英文）：This research discusses sociological problems caused by the 

postmodern situations of advanced science and highest technology, so as to explore how the 

stunning advance of modern natural science is affecting the once-set ontological category of 

<human>, which has now quickly transgressed into <post-human> in the ongoing 

evolutionary spheres of our times: “robotization of man (=cyborg)” and “humanization of 

machine (=humanoid)”. One of the main challenges of today’s sociology is firstly to 

scrutinize the theoretical frameworks and paradigms on the social issues concerning the 

complex mechanism observed in the social relationship between the high-tech and cultural 

change. 
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１．研究開始当初の背景 

高度 IT 技術やロボット工学等にみる先端
科学技術や先進医療技術等をみる現代社会
において，人間をとりまく社会環境が急速に
変化している．近年の社会学においても監視

社会論やポストモダン社会論などを中心に．
従来の近代化論や産業社会論を基礎とする
社会変動モデルや表層文化論から「社会液状
化」モデルを基本枠組みとする新しい理論的
潮流が生まれ（Z.バウマン，D.ライアン，G.
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リポヴェツキー等），近代化論が依拠する社
会学的な人間モデルを捉え直す作業が注目
されている．そこでは社会（学）理論の前提
とする＜人間＞存在論が問われているとい
ってよい．周知のとおり科学技術と人間社会
との相関関係は，従来の近代化論の枠組みの
なかで大量生産消費システムや大衆社会論
的モデル（W.ホワイト，L.ヤブロンスキーな
ど）の立場から，＜マン‐マシン＞関係（歯
車化）が孕む社会的疎外とフォーディズム的
労働疎外の問題として集中的に批判討究さ
れてきた．今日の先端技術と人間社会のあり
方を省察するとき，擬人的機械システムや人
工知能システムの社会的実現による「ロボッ
トの人間化」（ヒューマノイド）や IT 技術の
高度化がもたらすコミュニケーション形態
の変容，「仮想空間の現実社会化」といった
新たな社会的趨勢，労働管理技術とマニュア
ル化等（G.リッツァー，A.R.ホックシールド
など），身体加工技術（美容整形等），医用工
学・生殖技術の発達を前提とした人工装置の
人間への「埋め込み」や「肉体化」，「人間の
ロボット化」という逆モーメントの社会現象
が顕在化している事態を見過ごすことはで
きない． 

このような社会学を取り巻く情況変化を
読み取りつつ，そこにたちあらわれる社会現
象を社会学的に分析し，理論的に精緻化して
いくために，本研究では下図に示される研究
課題の領域を設定した． 

 
２．研究の目的 

先端科学技術の高度化と文化変動との相
関については，これまで社会思想や哲学領域
において「機械と身体」論や「ロボットと身
体」問題，フェティシズム論などにおいて多
角的に議論されてきた．本研究では，これら
関連領域の知見も視野に入れながら，ポスト
モダンという場合の「ポスト」の特殊性と意
味を探求するために先端技術の社会的浸透
が及ぼす「人間‐機械」関係と「現実‐仮想」
世界のあり方への影響を身体とアイデンテ
ィティの問題と密接に関係する現象を切り
口に理論的かつ実証的に解明することを目
的としている． 

とくに本研究では，身体や社会的自我にみ
る文化的価値変動が科学技術の高度応用化

プロセスや消費行動・態度と相互連関する局
面について，仮説的知見の実証において理論
的に明らかにすることを試みた．現在日本で
は，ロボット工学や医療工学をはじめとする
先端技術の応用と社会的普及が他国にも増
して急速に進展している一方，経営管理工学
や労務管理技術の精緻化が産官学において
積極的に推進されている．そのため本研究で
は，たんにポストモダン社会論に関連づけら
れる実証的な研究を推進するだけでなく，将
来において人間とヒト型ロボット（サイボー
グからアンドロイド／ヒューマノイドへ）と
が共生可能な社会的条件（ロボット商品の社
会的普及と社会的活用等），その可能性を促
進・阻害する構造的要因を明らかにしようと
する点で，社会学的アプローチの視角から広
く社会に寄与することをもねらいとしてい
る．具体的には，今日にみる＜人間‐非人間
＞カテゴリのあり方を問いながら，現実／仮
想世界が急速に融合化されつつある日常生
活様式の変容過程について，社会的態度・意
識，価値観，身体感覚，アイデンティティ等
の文化変動に関する問題群に照準をあわせ
て研究を進めた． 
具体的な研究項目は以下のとおりであっ

た．①近代産業化モデルと科学技術，文化変
動に関する学説史研究，②先端技術の応用化
とモード産業との相関分析と高度技術産業
の動向把握・分析，③「ロボットの人間化」
と制度的構造変動プロセスの分析，④「人間
のロボット化」と制度的構造変動プロセスの
析，⑤「人間‐機械」のカテゴリ構造変容と
「現実‐仮想」世界の融合化とその編制プロ
セスに関する研究，以上である． 

 

３．研究の方法 

 
（１）理論的検証と実証研究デザインの策定 
 本研究課題に関する文献資料等を利用し
ながら既存の理論モデルの検証と評価を実
施（フィールドワーク，ヒアリング調査）し
た．前者の具体的な作業としては，先端技術
の商品化への応用事例を中心に研究資料・統
計情報等の大幅な拡充を図ると同時に，それ
ら資料を可能な限りデータベース化した．さ
らに既存の研究資料・学術情報をも活用しな
がら既存の理論モデルの妥当性を検証し，本
調査研究に適用可能な理論的フレームと仮
説モデルを提示した．後者の作業では，フィ
ールドワークやヒアリングの実施過程にお
いて，共同研究者ネットワークの拡大等を図
った． 
 
（２）理論の検証 
 以下の諸点において理論的考察をおこな
った．①先端技術の研究開発・商品化等にみ
る応用化への理念，②ロボットに対するイメ



 

 

ージ形成・共有化プロセス，③先端技術の産
業・商業化の社会的浸透プロセス，④先端技
術がもたらす社会的効用の文化（価値観）に
対する影響と効果，⑤先端技術商品（擬人化
された機械，人型ロボット）に対する消費態
度と社会意識 
 
（３）研究課題毎における理論的考察 

本調査研究でえられた国内調査での知見
は，国外の事例研究の知見と比較考量するこ
とによって，その理論的な妥当性を評価した．
評価対象となった課題は以下のとおり． 
①医用工学と身体変容（人工臓器，再生医療
技術による「埋め込み」等）の社会的受容プ
ロセス，②審美的価値観と身体変容（美容整
形，身体改造）と身体所有権の外部化プロセ
ス，③労働管理技術にみる人間のロボット化
と行動様式（マニュアル化労働）の自己内部
化プロセス，④先端技術商品（擬人化された
機械）に対する自己同一化と社会的態度の変
容プロセス，⑤自己ロボット化に対するシン
ボル化と集合的アイデンティティの社会的
形成・共有化プロセス，⑥「人間‐機械」関
係にみる社会的カテゴリ再編プロセスの歴
史社会学的考察，⑦「人間‐機械」複合メデ
ィア（パワーアシストスーツ，ウェアラブ
ル・ヘッドマウント PC，情報ロボット技術
[IRT]等）としてのファッション装置，⑧「人
間‐機械」インターフェース装置の社会的利
用（普及プロセス）と身体感覚に及ぼす影響，
⑨サブカルチャーにみる「脱肉体」化と「現
実‐仮想」融合世界への帰属意識と身体感覚
の変容，⑩「擬人化ロボット」と「ロボット
化人間」の相互浸透とパートナーシップ・共
生環境の社会的構築プロセス 
 
 
４．研究成果 
 

本研究では，科学技術の高度化と文化変動
との複雑な相関過程のなかでも，とくに身体
概念や自己定義をめぐる文化価値レヴェル
の変動過程と科学技術の応用化プロセスと
の相互影響関係に分析照準をむけ，そこに観
察される力動関係を社会過程論・シンボリッ
ク相互作用論の理論フレームによって社会
学的に解明することを企図した．したがって，
研究初年度にあたる平成 21 年度では，研究
計画第１段階の作業として「近代産業化モデ
ルと科学技術，文化変動に関する学説史的分
析」を実施し，文献資料の収集とそれら先行
研究の総覧によって関連する理論モデルの
検証と評価を行った．そこでは，①科学技術
の高度発達を特徴とする近代化過程におい
て前近代的な「人間‐機械」対立図式の変容
がヒト概念の存在論的・認識論的あり方に関
わる問題（人間概念の定義問題）を先鋭化し

てきたこと，②その今日的局面においては実
体概念である物理的・生物学的身体と構成概
念である意味論的身体との関係性が問題化
されること，③高度科学技術の社会的浸透過
程において「ヒトの機械化（robotization）」
と「機械（ロボット）の人間化（humanization）」
に係る諸現象がヒト・身体の概念的カテゴリ
それ自体を変容（本質主義的概念から社会構
成主義的概念へ）させていること，④そのよ
うな社会的カテゴリ化の変容過程は集合現
象を媒介として文化的に表象されながら現
代社会のポストモダン的状況を顕在化し，現
代人の社会的価値やアイデンティティの可
変性とライフスタイルの多元性を高めてい
ること（液状化するモダン），⑤仮想／現実
カテゴリの溶解とハイブリッド世界の構成
がヒト概念の再定義を要請し，その再定義過
程は歴史的背景や社会文化的コンテクスト
に依存していること，⑥その歴史社会的・文
化的差異を国際比較研究において明らかに
する必要があること，以上の諸点が明らかと
なった． 
これら理論的な知見は，以下の 
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